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■ 第４次経営計画 グランドデザイン 

フリーローン事業 

保障性保険事業 
（バンカシュアランス） 

住宅ローン事業 

資産運用 

サポート事業 

スモール 

／ミドル法人事業 

ネットワーク事業 

広域事業 代理店事業 

総合的なエリア戦略を 

可能とする 

スルガのケイパビリティ 

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ 
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－ 

日本郵政グループの 

幅広いネットワーク 

コミュニティバンク 

静岡 / 神奈川の従来型の 

フルバンキングサービス 

インターネット・コールセンター 

によるダイレクトチャネル 

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、 

主要な都市圏における事業展開 

マーケティング 
システム       
インフラ 

全国に広がる  
顧客基盤 

価値観 

Our 
Philosophy 

リテール     
マインド 

他を圧倒する 

スピード・柔軟性 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分 

主な市場 コア事業 



©2011  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved. 

■ 個人市場にさらなる成長可能性 
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出所：財務総合政策研究所、内閣府 出所：日本銀行 

資金余剰 

資金不足 

0 

（百億円） 

ＧＤＰに占める個人消費の割合（右軸） 

法人売上高の伸率（左軸） 

部門別資金過丌足推移＇年度末（ 法人売上高の伸率とＧＤＰに占める個人消費割合の推移 

企業部門は資金丌足から資金余剰セクションへ 

家計の資金余剰額は減尐傾向 
法人売上高は厳しい状況が続いているが 
ＧＤＰに占める個人消費の割合は増加傾向 
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■ スルガのリテール戦略の今後の方向性 
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スルガは金融界の “異端児” から市場の “創造者” へ 

２０年以上にわたり培ってきたリテールのノウハウを蓄積 → 差別化商品の開発 

今後もスルガはお客さまにとって、“適切な商品・サービス”を“適正な価格”で提供していく 

８０年代後半～９０年代後半 ２０００年～２００９年 

リテール分野への 

大転換 

挑戦者 

地域銀行からの 

大転換 

異端者 

統合的『顧客軸』 
への大転換 

創造者 

自動審査 

ＣＲＭの導入 

インターネットバンキング 

首都圏・大都市へ展開 

住宅ローン中心に 

ユニークな商品提供 

ゆうちょ銀行との提携 

多次元セグメント戦略 

顧客の深い理解 

ヒューマンタッチな対応 

２０１０年～ 
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〈顧客情報の深化〉 

品質経営マインド 

審査・不信 

データ 

■ スルガの考える 『顧客軸』とは 
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学歴 

職歴 
資産 

ｷｬｯｼｭ 
ﾌﾛｰ 夢 

ﾗｲﾌ 

ｲﾍﾞﾝﾄ 

世帯 

家族 

趣味 

お客さま 

属性・取引 

データ 

情報の蓄積 情報の蓄積 

スルガのアクセスチャネル 

営業店 インター 

ネット支店 
コール 

センター 

審査・与信情報を 

途上管理/営業の観点で 

分析・活用 

属性・取引情報を 

新市場・新セグメント 

創出の観点で分析・活用 

ＡＴＭ 
ゆうちょ 

銀行 

情報 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
審査 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 

〈顧客情報の収益化〉 

リテール金融における 『顧客軸』 を付加することの本質的意義は 

顧客情報の統合的な収集・蓄積・分析により、「顧客価値」 と 「銀行提供価値」 の最大化を同時達成すること 

統合的な顧客情報に基づく 

顧客ニーズに合致した 

リレーションの実施 

新市場／セグメントへの 
アプローチによる 

新たな収益機会の確保 
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■ 銀行を取り巻く環境と経営課題 
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新しい市場環境に対応できる “多様な” ビジネスモデルの追求と 

『違い』 の経営戦略こそが時代の要請 

尐子化 

人口減尐社会 

社会保障制度 

の不安 

財政破綻 

増税懸念 

ライフスタイルの 

多様化 

長期的な 

定常経済 

個人は“国”や“社会”に頼らない生き方を模索 

『自助』 『自立』を目指していく時代に 

先行きに対する丌透明感の高まり 

復興、再建、Ｍ＆Ａ、海外移転の動きが本格化 

法人市場を取り巻く環境 個人市場を取り巻く環境 

サプライチェーン 

の寸断 

国際競争力 

の低下 

産業構造の 

硬直化 

電力の 

安定供給懸念 

資源調達への 

懸念 

社会保障制度 

の不安 

法 人 個 人 
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■ 銀行の法人融資市場の現況 
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出所：日本銀行、ＲＤＢ、全銀協ＨＰ 

個人向け貸出（左軸） 

法人向け貸出（右軸） 

（百億円） （百億円） 

出所：日本銀行 

銀行貸出残高の推移 企業デフォルト率と銀行貸出平均金利の推移 

逆ザヤ 

個人向け貸出は堅調、法人向け貸出は苦戦 信用コストに見合う利ザヤの確保が難しい状況に 

（年／月） （年／月） 
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ニューリッチ 

ドクター 

神奈川 

■ スルガの戦略的ポートフォリオ分散のイメージ 
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２０年以上にわたり 「小口化」 「エリア」 「お客さま」 によるポートフォリオ分散を実施 

貸出金ポートフォリオの推移 

1989年3月 2011年3月 

個人ローン比率 

１６.２％ 

個人ローン比率 

８０.３％ 地域別残高比率 セグメント別比率 

住宅ローン 

住宅ローン 

個人フリーローン 

個人フリーローン 

法人等ローン 

法人等ローン 

リテールビジネスへの特化、異業種とのアライアンス戦略、 

広域事業展開によってリスク耐性度の高い貸出金ポートフォリオを構築 

静 岡 

広 域 

小口化分散 エリア分散 お客さま分散 

首都圏 

シニア 

レディース 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｵｰﾅｰ 

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 

個人ローンの 

ポートフォリオ分散 

ｸﾗｯｼｯｸﾓﾃﾞﾙ 

ﾜｲﾄﾞﾓﾃﾞﾙ等 
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■ スルガが実現可能にする 『銀行ならではのフリーローンビジネス』 
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スルガだからこそ実現可能な “銀行ならでは” のフリーローンビジネス 

カスタマー 

プロダクト チャネル 

ノンバンクのビジネスモデル 

改正貸金業法の施行に伴い 

『商品軸』に基づくビジネスモデルが苦境に 

フリー 

ローン 

プロダクト チャネル 

スルガのビジネスモデル 

預金 

決済 
住宅 

ﾛｰﾝ 

ｸﾚｼﾞｯﾄ 
ｶｰﾄﾞ 

小口 

ﾛｰﾝ 

カスタマー 

フリー 

ローン 

銀行だからこそ実現可能な 

顧客の全体像をつかむビジネスを実践 

取引履歴から属性・不信までを総合的に把握 

業法改正で 

ターゲット顧客が減尐 

業績悪化で 

マス広告での 

獲得困難 

業法改正で 

商品性を見直すが 

差別化は図れず 

ニーズに 

対応可能な 

ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ型商品 

多様なチャネルで 

幅広く対応 

顧客属性 / 不信情報 / 取引履歴 

＇トランザクション（の一元的管理・運用 
他行・他社との大きな『違い』の優位性を保持 

保険 

ﾃﾞﾋﾞｯﾄ 
ｶｰﾄﾞ 
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■ スルガのフリーローンビジネス 
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顧客属性と収益性の関係性 スルガの提供するフリーローン商品群 

顧客一人あたり収益額 

顧客数 

顧
客
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー 

高 

低 

 

 

 

リザーブド 

プラン 

セグメント商品 

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド 

自動貸越サービス 

有
担
保
ロ
ー
ン 

不信額 

顧
客
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー 

高 

低 

大 小 

ノンバンクの事業領域 今後対応可能となる領域 

あらゆるお客さまのフリーローンニーズに対応可能 
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■ フリーローンビジネスにおけるスルガの独自性 
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ノンバンク 
一般的な 

銀行 
スルガ スルガのマーケティングエンジン 

× マーケティング 

プロセス 
各種データベース 

テストマーケティング 

商品設計 

潜在市場規模測定 

仮説/ニーズシナリオ 

アプローチ 

仮説の検証 

スルガのフリーローンビジネスは他行・他社とは異なる 

受付 

申込 

審査 

途上 

不信 

回収 

ノンバンク 

ノンバンク 
＇情報に制限（ 

ノンバンク 

ノンバンク 

銀 行 

ノ
ン
バ
ン
ク
等
の
外
部
へ
委
託 

す
べ
て
を
自
社
で
完
結 

『商品軸』による 

単品セールス 

規格商品の 

取扱いのみ 

顧客軸に基づく 

ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ型商品 

情報ＤＢ 

審査ＤＢ 

基本DB 
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貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

27,145

27,804
28,133

29,446

30,471

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

21,516

22,079

22,840

23,613

24,086

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

0.19% 0.21%
0.34%0.36%

0.13%

3.51%
3.75%

3.31%
3.61%

3.26%

1.09%
1.05%

1.12%
1.19%1.10%

0.44%
0.34%0.37%0.40%0.43%

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

3.12%3.09%
3.26%

3.38%3.31%

1.70%1.74%1.82%1.86%1.85%

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

（億円） （億円） 

1.92% 

0.66% 

当社 
地銀平均 

1.95% 

0.67% 

（10/9） 

07/3 08/3 09/3 

（10/9） 

11 

貸出金平残 

貸出金利回り 

0.63% 

1.79% 

預金平残 

預金等利回り 

■ 利ざや等の状況＇全体（     

預貸金粗利ざや 

0.61% 

1.68% 

10/3 

当社 

地銀平均 
当社 

地銀平均 

1.78% 

0.58% 

11/3 

（10/9） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 
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預貸金粗利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金利ざや 

■ 利ざや等の状況＇国内（     

1.35% 
1.40% 

（10/9） 

1.44% 

（10/9） 

当社 

地銀平均 

  預金等利回り 

  

 貸出金利回り  経費率 

12 

1.38% 

3.35% 

3.65% 3.63% 

3.39% 
3.33% 

1.32% 

0.13% 

0.29% 0.31% 
0.21% 

0.13% 

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 

1.86% 
1.95% 

1.87% 
1.79% 

1.87% 

08/3 09/3 10/3 11/3 07/3 

0.72% 0.72% 0.67% 
0.63% 0.61% 

当社 

地銀平均 

08/3 09/3 10/3 11/3 07/3 

3.22% 
3.35% 3.32% 

3.17% 3.20% 

1.90% 1.90% 1.84% 1.76% 1.72% 
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コア業務純益と当期純利益 業務粗利益と円貨預貸金利益 

382

412

365

331
358

200
178

106

140

21

（億円） 

13 

■ 利益の推移 

（億円） 

１０/３ ０９/３ ０８/３ ０７/３ １１/３ 

647

769

686

796

706 701 706

778

735

771

 コア業務純益 

 当期純利益  業務粗利益 

 円貨預貸金利益 

１０/３ ０９/３ ０８/３ ０７/３ １１/３ 

最高益 



©2011  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved. 

■ コアビジネスの成長＇10年対比（    

当社実績（2011年3月期）  

ＲＯＥ：19.37％   第1位 

ＯＨＲ：53.10％   第3位 

〈コア業務純益 地銀上位１０行との比較〉 

ＲＯＥ上昇幅 

Ｏ
Ｈ
Ｒ
改
善
幅 

２０１１/３ ２００１/３ 

（億円） 

３５８億円 

１２０億円 

コア業務純益 

＋２３８億円 

-10.0% 10.0% 

-10.0% 

5.0% 

-30.0% 

-20.0% 

当社 

コア業務純益増加額＇10年（要因分析 ＲＯＥ＇コア業務純益ベース（とＯＨＲ 

 
 

経費削減 
＋10億円 

円貨預貸金利益 

＋312億円 

14 
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個人のローン実行額 ・ 個人ローン比率 個人ローン残高 

1,175

1,242

1,067

1,213

1,280

1,471

1,294

1,252

1,201

1,431

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

14,469

2,217

15,074

2,393

16,214

2,483

16,977

2,590

17,683

2,632

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

16,686 

819

1,039

775

1,035

1,285
80.3%

74.2%
75.0%

78.3%

80.0%

（億円） （億円） 

17,468 
2,280 

2,417 

15 

18,697 

2,751 

 フリーローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

19,567 2,546 

 住宅着工件数（千件） 
20,315 

 下期実行額 

 上期実行額 

2,632 
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（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 

有担保フリーローン 

スーパー 
ホームローン 

ホームローン等 

9,944億円(3.3%) 

7,739億円（3.3%） 

フリーローン 

（億円） 

16 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１1年３月末 

2,632億円(6.8%) 

20,315億円 (3.7%) 

2,632億円 (6.8%) 

1,916億円（4.5%） 

693億円(12.4%) 

23億円（4.0%) 

2,393 2,483 
2,590 2,632 

ゆうちょ銀行との業務提携実績 2008年5月からの実績値推移 

フリーローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

  
2009年度までの

実績  

2010年度の 
通期実績  

総合計 

住宅ローン   １，３０３億円 ６１８億円 １，９２１億円 

フリーローン  ２３千件   １３千件 ３６千件  

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保フリーローン残高 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布＇累計（ 

41.3% 34.0%34.2%35.5%38.5%

38.6%34.5% 33.7% 40.3%35.5%

25.2%26.7%28.5%27.3%23.8%

0.4% 0.5% 0.5%0.5%0.5%

3.69%

3.90% 3.85%

3.67% 3.67%

10.7%8.7%5.9%2.9%2.0%

22.2%24.7%27.3%30.6%32.9%

18.6%20.3%22.3%
24.7%26.4%

48.5%46.3%44.5%41.8%38.7%

17 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 
 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

１０/３ ０９/３ ０８/３ ０７/３ １１/３ １０/３ ０９/３ ０８/３ ０７/３ １１/３ 
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フリーローン 住宅ローン 

3.33%3.32%3.33%3.34%
3.52%

0.22%
0.42%0.27%0.36%0.44%

0.55%0.52%0.64%0.65%0.49%0.41%

0.43%
0.23% 0.21% 0.21%

0.36%
0.45%0.45%

0.29%

0.36%

7.45% 7.32% 7.21% 6.83% 6.84%

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

09/9 09/3 10/3 10/9 09/9 09/3 10/3 10/9 

18 

11/3 11/3 
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投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳＇個人（ 

13.1%
14.1%

12.9% 12.9% 12.4%

504 554 583 572 547

1,134

1,456 1,408 1,3801,393

1,1561,1651,354 1,366 1,002

投資信託
保険
その他（国債等保護預り、外貨）

297

1,215 1,346

583

203

166 236128214
108

112

750
762

920

737
1,033

186

260

880
1,195

投信販売手数料
投信信託報酬

個人年金保険手数料
その他保険（火災、一時払終身、保障性）

（百万円） （億円） 

2,992 3,041 
3,313 

1,284 

   投資性商品比率 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移＇個人（ 

3,145 

3,444 3,473 

1,929 

1,201 

19 

3,083 

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 
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769

796

701

778 771

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
22

220

135

23

235

140

23

247

144

23

240

150

24

232

152

49.1% 50.0%

59.2%
53.1%53.1%

377 
398 415 

20 

（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

414 409 
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100% 5,054 法人 

100% 20,397 個人 
100% 25,452 総与信合計 

89.46% 4,522 法人 
  

98.82% 20,158 個人 
96.96% 24,680 正常債権 

90.40% 80.42% 209 50.99% 80 191 271 10.53% 532 法人 

91.36% 75.19% 62 65.21% 22 132 155 1.17% 239 個人 
3.03% 771 合  計 

58.85% 24.40% 14 45.56% 0 50 50 2.19% 111 法人 

80.77% 33.48% 9 71.10% 2 67 70 0.48% 98 個人 
0.82% 209 要管理債権 

96.14% 76.52% 17 83.60% 64 51 116 2.76% 139 法人 

92.32% 76.52% 5 67.31% 7 7 14 0.10% 21 個人 
0.63% 161 危険債権 

100% 100% 177 36.98% 15 89 104 5.57% 281 法人 

100% 100% 47 59.92% 13 57 71 0.58% 118 個人 
1.57% 400 

破産更生債権 
及びこれらに 
準ずる債権 

ｶﾊﾞｰ率 引当率 引当 保全率 保証 担保 
担保・ 

保証合計 
構成比 

法人・個人別 
与信残高 

構成比 
11年3月期 
与信残高 

開示区分 

         90.70％ 

（億円） 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

保全率 

引当率      

カバー率 

カバー率合計 

21 

■ 金融再生法開示債権詳細 
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実質不信費用 開示債権比率 

3.03%

2.20%

2.93%
3.38%

3.95%

0.28%
0.55%

0.29%
0.52% 0.33%

1.96%1.81%

2.89%

2.38%
2.13%

07/3 08/3 09/3 

358
331

365

412
382

277

107

60
38

55

0.25%

1.15%

0.45%
0.26%0.17%

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

（億円） 

22 

   開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用ー償却債権取引益） 

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質不信費用の推移 

10/3 11/3 
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3,165
3,249

2,731

3,191
3,124

203
198

186

179
116

173
173

170

107
65

273
328

437

135

97

国債 外国債券 社債 地方債

0.85
0.44

1.02

0.680.71

（億円） 

３,９４８ 
３,８１４ 

平均残存期間（年） 

３,５２４ 

■ 債券ポートフォリオの推移 

23 

2.3％  中 長 期 

42.3％  変動利付 

55.3％ 短   期 

国債内訳 

2.5％  中 長 期 

43.8％  変動利付 

53.6％  短   期 

国債内訳 

2.7％  中 長 期 

53.3％  変動利付 

43.9％  短   期 

国債内訳 

7.3％  中 長 期 

45.6％  変動利付 

46.9％ 短   期 

国債内訳 

5.4％  中 長 期 

46.5％  変動利付 

47.9％ 短   期 

国債内訳 

３,６１２ 

３，４０２ 

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 
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アウトライヤー比率 

統合リスク管理 

２０１０下期 

配賦原資 

（億円） 

２０１１／３末  

リスク量 

２０１０年９月末 

Ｔｉｅｒ Ⅰ 

バッファー１，２１２ 

２０１０下期 

配賦資本 

 
５２６ 

２０１１年３月末 

金利ショック 

方 式 
±２００ｂｐ 

金利リスク量 ６９億円 

アウトライヤー 

比 率 
３．５％  

６７７ 

１，８８９ 

２２０ 

３２７ 

１３０ 

１４９ 

２５４ 

１２３ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．信頼水準  ９９％（共通） 

２．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
    金利・価格変動リスク  ６０日 
  （トレーディング勘定は   １０日）   
 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

３．オペレーショナルリスク 

              基礎的手法 

24 

■ リスク量の状況 
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1,670

1,796
1,858 1,868

1,826

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

161 217 256 198 267

9.6%

14.6%

10.6%
13.7%12.0%

11.01%
11.29%11.29%11.34%11.22%

11.18% 11.00% 10.57%10.96%10.66%

10.41%
10.60%10.42% 9.98%

10.13%

国際基準自己資本比率（連結）

国内基準自己資本比率（単体）

国内ＴｉｅｒⅠ比率（単体）

ＴｉｅｒⅠ 
（億円） 

■ 自己資本の推移 

  2011年3月末  コアＴｉｅｒⅠ比率  ：  ８．７％ 
   （有価証券評価差損、繰延税金資産、金融機関への普通株出資、  

                              ソフトウェア等を勘案） 
 

第１回【実績】  
2009年2月～ 
2009年5月 

754万株 

60億円 

第２回【実績】  
2009年10月～ 

2010年6月 

982万株 

80億円 

第３回【実績】 
2010年7月～ 
2010年10月 

399万株 

30億円 

合計 
1,455万株 

111億円 

  繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ  

繰延税金資産 

【計画】 
2011年5月～ 
2011年9月 

620万株 

40億円 

【消却】 
2009年８月 

▲680万株 

▲59億円 

25 

自己資本比率 自己株式取得実績 ＋ 計画 
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２０10年度 
実  績 
＇Ｂ（ 

 ２００９年度   
実  績 
＇Ａ（ 

前年度比 

＇Ｂ－Ａ（ 

２０１1年度 

見通し 

２７７  

２１  

１０  

３５８  

３３０  

４０９  

７７１  

１．１３  

８．６３  

１３.０  

＋ １７０  

  △ １１９  

△ ２０２  

＋ ２７   

△ ２７   

△ ５  

  △ ７ 

△ ６．５１  

△ ４６．５３  

０  

１１５  

１３５  

２１０  

３７５  

３３０  

４１５  

７９０ 

７．４１  

５５．７１  

１３.０  

１０７   

１４０   

２１２   

３３１   

３５７   

４１４   

７７８ 

７．６４   

５５．１６ 

ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース） 

一株あたり配当金（円） 

実質与信費用 

当期純利益  

経常利益  

コア業務純益 

業務純益 

経費等    

業務粗利益 

ＥＰＳ（円） 

26 

■ ２０１０年度実績及び２０１１年度業績見通し 

１３.０  

（億円） 
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■ 経営理念における成長のあり方 

株 主 

その他の 
ステークホルダー 

お客さま 社 員  
 

（グループ） 

資本の効果的運
用システム 

幸せ実現の  
支援システム 

社会的役割遂行と 

自己実現のための 

直接的参加システム 

各ステークホルダーとの          
価値交換性の向上を          
成長と定義する 

 
 

ミッション 

 
 

 
 

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして  
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれる         

お手伝い」をするというミッションの            
実現性の向上を成長と定義する 

「社会性の向上を目指す」 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 

Ｃ 

Ｐ 

Ｓ 

 
 

（グループ） 

成 長 

“価値交換システム”としての成長 “使命型企業”としての成長 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

27 
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多様性を重視する価値観への転換に向け 

「個人」・「企業」・「地域」が自ら行動を起こさなければならない 

■ 日本を取り巻く環境 

28 

１５歳以下 

人口比率の低下 

６５歳以上 

人口比率の上昇 

財政状態の悪化 国際競争力の低下 

「画一社会」への 

過度な適合 

供給主導から 

需要主導へ 

経済・社会変化への 

対応に苦慮 
人材活用の硬直化 

『異質』であることが本質であり 

大きな価値がある 

各地域に立脚した固有文化の 

多様性が求められる 

自らの力で変えようとする 

『成熟・自立した個人』へ 

日本が競争力を回復できるかどうかの岐路に立たされている 

日
本
は
大
き
な
試
練
に 


